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1.1 Intoroduction-ワタリバ ッタの生態 .‥ ‥




1.3 バ ッタの生活史のモデル化 一租視化したモデル
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た.また,確率モデルでの状態 C'Cは接触回数 ncに 1をたしたものなので,接触回数に関す
るパラメータは2つのモデルで同じ値である.確率モデルで求めたように,決定論モデルで
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図24:群生相の数の時間変化.点線が孤独相の粒子数,実線が群生相の粒子数を示す.e=201
とe-208で格子サイズは小さくなり,集中化が起こっている.
た.今後,雨量と草地の面積の関係を明らかにし,現実の雨量のデータによって今回のモデ
ルにおける格子サイズの時間変化を決め,ワタリバッタの大発生の予想に挑戦してみたい.
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